
今月の表紙　「有田川町の夏」かなや納涼おしゃるきまつり

命を守る行動をとる、
ということ。

特集 ９月１日は防災の日

広
報

人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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有田川町の

　今年で 10回目となるかなや納涼おしゃるきまつりを７月15日（日）に
行いました。当日は町内外から約8,000人が訪れ、大いににぎわいました。

ののの

か
な
や
納
涼

お
し
ゃ
る
き
ま
つ
り
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田
川
町
は
決
し
て
災
害
の
起
こ

ら
な
い
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

紀
元
前
か
ら
人
が
暮
ら
し
始
め
、
こ
れ

ま
で
何
度
か
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
過

去
が
あ
り
ま
す
。「
七
・
一
八
水
害
」
も

こ
の
一
つ
で
す
。

　

濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
町

　

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
７
月
17
日

夜
か
ら
18
日
朝
に
か
け
て
発
生
し
た
大

水
害
「
七
・
一
八
水
害
」。
紀
州
大
水
害

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
水
害
は
、
和
歌
山

県
中
部
を
中
心
と
し
て
、
有
田
川
町
に

も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
の
原
因
は
梅
雨
前
線
な
ど

に
よ
る
集
中
豪
雨
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
、

24
時
間
降
水
量
が
５
０
０
㎜
以
上
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
地
で
は
い
た

る
と
こ
ろ
で
土
石
流
が
発
生
し
、
平
地

で
は
上
流
か
ら
勢
い
付
い
た
泥
水
に
よ

り
堤
防
が
決
壊
、
泥
水
が
氾
濫
。
土
砂

や
材
木
な
ど
を
含
ん
だ
こ
の
濁
流
は
、
一

瞬
に
し
て
人
、
家
屋
、
耕
作
地
を
飲
み

込
み
、
一
面
が
泥
の
海
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
命
を
守
る
行
動
」
と
は

　

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、起
こ
る
前
、

ど
ん
な
行
動
が
「
命
を
守
る
行
動
」
に

当
た
る
の
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
も
し
も
の

と
き
、自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
の
は
、

小
さ
な
備
え
の
積
み
重
ね
で
す
。
災
害

が
起
き
て
か
ら
後
悔
し
な
い
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

7・18水害による被害

　命を守る
行動をとる、
ということ。

特
　集

あなたとあなたの大切な人を守るための、知識と備え。

「防災力」は「想像力」。

有有田川町 和歌山県

人的被害（人）

死者 55 615

行方不明者 138 431

負傷者 1,155 7,663

住家被害（戸）

家屋の流失 1,138 4,441

家屋の全壊 862 4,230

床上浸水 1,239 1 万 2,883

床下浸水 1,907 2 万 2,250

問 吉備庁舎総務課（防災全般）・吉備庁舎建設課（住宅の耐震事業）・金屋庁舎やすらぎ福祉課（災害時要援護者）
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もしも水害が
起こったら

知っておくこと。

特集

命を守る行動をとる、
ということ。
▼
▼
▼
CHAPTER 「水害」

　

一
言
で
「
水
害
」
と
言
っ
て
も
、
要

因
や
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一
般
的

に
、
大
雨
・
暴
風
雨
・
台
風
な
ど
に
よ

る
浸
水
被
害
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
を
指

し
ま
す
。

　

風
水
害
は
お
お
む
ね
、
予
測
が
で
き

ま
す
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
使
い
、積
極
的
に
情
報
を
取
得
し
、

早
め
の
備
え
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
実
際
に
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
最
新
の
気
象
情
報
に
注
意
す

る
こ
と
。
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て
い

水害が起こる状況

●水害が発生するとき
　洪水は、大雨が降り続いた後に、河川が堤防を

越え、氾濫することで発生します。堤防の高さま

で水位が達しないときでも、堤防が削られて破堤

することで、住宅地に濁流が流入する場合もあり

ます。

　また、平地で大雨が降った場合、小さな川がす

ぐにあふれてしまったり、道路などが冠水してし

まったりする恐れがあります。

●気象情報をチェック
　テレビやラジオ、インターネットなどで気象情

報を確認し、台風や大雨に関する警報・注意報・

特別警報が発令されているときは、水害の発生に

も特に注意してください。

避難情報を確認

●避難情報を確認
　洪水や土砂災害のリスクが高まった際は、町か

ら避難情報を防災行政無線などで発令します。避

難情報が発令された場合は非常事態です。

　避難情報は「避難準備・高齢者等避難開始」「避

難勧告」「避難指示（緊急）」の順に程度が高まり

ます。

　また、早い時間や被害がほとんど発生していな

いようなタイミングで「避難準備・高齢者等避難

開始」を発令することがあります。これは夜中な

ど、避難が困難であると想定される時間帯に危険

水域に達する想定がされたときなどです。
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「水の怖さ」を　

る
と
き
に
は
、
む
や
み
に
外
出
す
る
の

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
か
ら
と

い
っ
て
、
河
川
や
用
水
路
の
様
子
を
見

に
行
く
よ
う
な
こ
と
は
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
町
が
避
難
情
報
を
発
令
し
た

と
き
な
ど
に
は
必
要
に
応
じ
、
早
め
に

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
地
下
通
路
の
使
用
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
台
風
や
大
雨
の
際
、
局
地
的

に
雨
が
降
る
こ
と
で
、
土
砂
災
害
発
生

の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
は
突

然
起
こ
り
ま
す
。
発
生
の
予
測
が
難
し

く
、
避
難
の
判
断
が
難
し
い
の
が
特
徴

で
す
。
土
砂
災
害
で
は
前
兆
現
象
が
確

認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
山
鳴

り
が
す
る
」「
崖
か
ら
水
が
湧
き
出
し

て
い
る
」「
地
割
れ
が
発
生
す
る
」
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
早
急
な
避

難
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
は
大
雨
な
ど
が
要
因
と
な

り
、
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
災
害
。
大

雨
が
止
ん
で
も
、
半
日
程
度
は
注
意
が

必
要
で
す
。

命を奪う危険から逃れる

●災害リスクの少ない場所へ移動
　命を守るための避難行動は、災害リスクの少な

い場所への避難が原則。避難先は、町指定の避難

場所である必要はありません。安全だと考えられ

る場所（高台など）にある親戚宅や友人宅などへ

の避難も、選択肢の１つです。

●１階から２階に退避
　浸水や土砂災害は２階に比べ、１階の方が被害

を受けやすいとされています。すでに浸水が始ま

り、屋外への避難がかえって危険であると判断さ

れるような状況下では、頑丈な建物の２階以上へ

退避することも、命を守る行動の１つだと考えて

ください。

●水の怖さ
　早めの避難が必要な理由は「水の怖さ」にあり
ます。水面から地面までの深さ「浸水深」が大人
の膝の高さ（40～ 50cm）まであると、歩行が困
難になり、避難することが難しくなります。
　さらに、道路と水路の境目が分からなくなる上
に、氾濫による水の流れが加わることで、命を落
とす危険性があります。既に浸水が始まった危険
な状況下で、屋外に出るのは避けてください。

●自動車での浸水避難は危険
　浸水した道路での自動車の走行は危険です。自
動車での避難は避けてください。
・浸水深 10cm…走行可能

・浸水深 10～ 30cm…ブレーキ機能が低下

・浸水深 30～ 50cm…エンジンが停止

・浸水深 50cm以上…車が浮き、車内からの脱出  

　が困難に

命を守る行動をとる
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な判断が難しくなる。

特集

命を守る行動をとる、
ということ。
▼
▼
▼
CHAPTER 「地震」

地震が起こる状況

●地震は突然起こる
　近い将来、有田川町を襲うとされている南海ト

ラフ地震は、今後 30年以内に 70％以上の確率で

発生すると言われています。これは南海トラフ付

近を震源とする地震が、過去 90～ 150 年周期で

必ず発生しているため。そして、地震の発生は、

詳細な予測が困難です。

　また、和歌山県北部の和泉山脈に沿って走る中

央構造線断層帯による直下型地震も、当町に大き

な被害を及ぼすと想定されています。発生確率は

あまり高くありませんが、今年６月に発生した大

阪北部地震や、２年前に発生した熊本地震も決し

て高い確率ではない状況下で発生しています。日

本で暮らす限り、いつ地震が発生してもおかしく

ないと考えてください。

命を奪う危険から逃れる

●緊急地震速報が「鳴ってから」？
　海溝型の地震（南海トラフ地震など）のときに

は、地震の発生を事前に周知する緊急地震速報が

鳴ってから、一定の猶予があるとされていますが、

中央構造線断層帯による直下型地震のときには、

おそらく揺れが先にくると想定されています。

●身近なものが凶器になる
　大地震が発生したとき、例えば周囲に何もない

公園にいた場合、命が奪われることはおそらくな

いでしょう。しかし、屋内にいたり建造物の近く

にいたりした場合は、家屋や家具、ブロック塀な

どがあなたの命を奪う凶器となります。

　そのとき、命を守る最善の行動をとるためには、

日頃から考えておく必要があります。

もしも大地震が
起こったら

　

今
、
有
田
川
町
を
大
地
震
が
襲
っ
た

ら
。
家
に
い
た
ら
、
車
を
運
転
し
て
い

た
ら
、
真
冬
だ
っ
た
ら
、
雨
が
降
っ
て

い
た
ら
、
家
族
と
離
れ
て
一
人
だ
っ
た

ら
…
。
あ
な
た
が
ど
ん
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、地
震
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

　

防
災
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
、
し

ば
し
ば
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
主
に
、
自
助
は

「
自
分
自
身
（
家
族
）
の
命
は
自
分
で

守
る
」
こ
と
、
共
助
は
「
周
り
の
人
と

協
力
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け

る
」
こ
と
、公
助
は
「
公
的
機
関
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
る
援
助
」
を
指
し
ま
す
。
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地震発生直後は、適切　

　

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に

は
、
公
助
の
機
能
に
限
界
が
あ
る
の
が

現
実
。
被
害
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す

る
に
は
、
平
常
時
か
ら
自
助
・
共
助
を

意
識
、
実
施
し
、
大
規
模
災
害
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

有
田
川
町
で
は
共
助
の
考
え
方
を
生

か
す
た
め
に
「
黄
色
い
旗
」
の
利
用
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

黄
色
い
旗
は
、
地
震
に
限
ら
ず
、
災

害
が
発
生
し
避
難
を
す
る
際
、
玄
関
先

に
旗
を
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
家

族
全
員
が
無
事
に
避
難
し
た
こ
と
を
周

囲
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。
避
難

を
す
る
際
に
は
旗
を
立
て
、
逆
に
避
難

の
必
要
が
あ
る
状
況
で
旗
の
立
っ
て
い

な
い
世
帯
に
は
、
声
を
か
け
て
避
難
を

促
し
ま
し
ょ
う
。

　

転
入
な
ど
で
「
黄
色
い
旗
」
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
金
屋
庁
舎
や
す
ら

ぎ
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

命を守る行動をとる

●自分で自分を守ること
　突然発生する地震からあなたの命を守れるの

は、あなた自身です。

　屋内にいる場合、机の下にもぐるなどして、頭

部を落下物から守ってください。そのとき、机の

脚を持ち、動かないように固定してください。窓

の近くにいる場合は、ガラスが割れて、あなたを

襲います。窓からは離れてください。屋外へ避難

するのは、揺れが収まってからです。

　屋外にいる場合、ブロック塀が倒壊したり看板

などが落下してきたりします。危険物から離れ、

低い体勢になり、頭部をかばんなどで守ってくだ

さい。

　揺れが収まった後、間違った情報に従って行動

するのは危険です。行動する前に必要なのは、正

しい情報を得ることです。

●揺れによって引き起こされる脅威
・津波
　有田川町では、津波による被害は想定されてい

ませんが、有田沿岸には、最短 30 分～ 40 分で

最大 11mの津波が到達すると想定されています。

　被災時に沿岸部にいる場合は、すぐに高台に避

難してください。

・火災の発生
　阪神・淡路大震災の死因の約１割が焼死でした。

避難の際には、ブレーカーを落としたり、ガスの

元栓を閉めたりするなど、出火の原因を作らない

ようにしてください。

・ため池の決壊、土砂災害の発生
　ため池が決壊し、ため池の水が流れ出すことが

あります。また、土砂災害が発生する恐れがあり

ます。

誘発される危険



私
た
ち
が
事
前
に

し
て
お
く
べ
き
こ
と

特集

命を守る行動をとる
ということ

▼
▼
▼
CHAPTER 「対策」

災
害
が
発
生
し
た
後
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
ご
く
わ
ず
か
。
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、

気
象
情
報
な
ど
で
予
測
さ
れ
て
か
ら
考
え
る
の

で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
に
い
か
に
取
り
入
れ
て

い
く
か
が
、
防
災
に
お
け
る
重
要
な
行
動
で
す
。

こ
こ
で
は
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、
私
た
ち
が
事
前
に
行
っ
て
お
く

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

水害への備え

土砂災害への備え

地震への備え

ア
イ
コ
ン

　
　
　

説
明

物を備える
無理なく行うための日常備蓄による “ ところてん方式 ”

の備蓄を取り入れてみませんか？備蓄品は、必需の水の

ほかは基本的に何でもかまいません。

避難のとき、当面必要となる最小限のものを詰めた「非

常持ち出し袋」の準備も忘れずに。一人一人必要なもの

は異なるので、自分や家族にとって何が必要か、しっか

り考えましょう。

ハザードマップを確認する
ハザードマップとは、土砂災害や津波、浸水などにつ

いて、被害の想定範囲や規模、避難場所、避難経路など

を示した地図のことを指します。

町ホームページでは各種ハザードマップ（洪水・土砂

災害・ため池）が確認できます。ホームページをご覧い

ただけない場合は、吉備庁舎総務課でお渡しします。

「少なくなってきたな」
と思ったら買い出しへ

食べ物や日用品を
多めに買う

日常生活で
消費する

少し多めの
状態を保つ

家族と話す
「避難場所はどこだろう？」「もし、外出しているとき

に地震が起こったらどうする？」など、日頃から災害時

の行動について話し合っておくことが大切です。
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▲ところてん方式の考え方



「災害時要援護者」の登録

●「災害時要援護者」登録対象者
① 65 歳以上の一人暮らし高齢者
② 65 歳以上の高齢者のみの世帯の人
③介護保険法に基づく要介護認定において要介護３以
上の判定を受けている人

④身体障害者のうち障害者手帳を有する者で、障害の
程度が１級または２級の人

⑤知的障害者のうち療育手帳を有する者で、障害の程
度がＡ判定の人

⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けている人

⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患者、小児
慢性特定疾患医療受給児

※上記に該当する人で、かつ次の項目に該当する人が
対象になります。

・在宅の人であって、災害時に自力避難が困難な人
・自身の避難支援に係る個人情報を自治会などへ提供
することに同意した人

●登録申請の方法
　金屋庁舎やすらぎ福祉課、もしくは自治会・民生委

員児童委員・自主防災組織代表者へご連絡ください。
　その後、町の調査員が自宅を訪問し、申請書の作成
をお手伝いし、登録を行います。

●ご理解ください
　この制度は、あくまで地域住民が共に助け合う「共
助」のもとに行われます。
　災害時には避難支援者も被災することが考えられま
す。必ず支援が受けられるとは限らず、支援者が責任
を負うものではありません。

③基礎
コンクリートの基礎がない、もしくは確認できない
場合。
④鉄筋
縦・横 80㎝以内の間隔で鉄筋が入っていない、も
しくは入っているか分からない場合。
⑤老朽化
傾き・ひび割れ・欠けがある場合。

ブロック塀の点検

●危険ブロック塀の点検方法
次の５項目のうち、１つでも該当する項目があれば、
そのブロック塀は危険であると指摘されています。
①高さ
塀の高さが道から 2.2mよりも高い場合。

②控え壁
塀の高さが 1.2mを越えていて、控え壁がない、も
しくは控え壁の間隔が 3.4m以上である場合。

近年の大規模災害における犠牲者の多くは、高齢者や障害者などの「災害時要援護者」です。有

田川町では、それらの人の情報を事前に登録し、自治会・自主防災組織・民生委員児童委員などと

共有して、災害対策に役立てています。

災害時、地域内での避難支援活動を円滑に行うためには、自治会などを中心とした助け合いが大

切です。

平成 30年 6月 18 日に大阪府北部を震源とした地震により、ブロック塀が倒壊し、２人の尊い

命が失われました。これは、倒壊したブロック塀が現行の建築基準を満たしていなかったことが原

因の一つと指摘されています。

建築基準を満たさないブロック塀や老朽化したブロック塀は非常に危険です。倒壊による人的被

害以外にも、緊急避難や緊急車両の通行を妨げる原因となります。
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家具を凶器にさせない
　地震が起こったとき、固定されていない家

具は、人を襲う凶器になります。地震による負

傷者の３～５割は、家具類の転倒・落下・移

動が原因です。寝ているときに、背の高いタ

ンスや本棚の下敷きになってしまった…。そ

んなことがないよう、まずは配置を見直しま

す。次に転倒防止の家具固定を行いましょう。

「家具転倒等防災対策支援事業」の利用を

　有田川町では、家具の転倒などによる被害の防

止と軽減を図るため、家具固定の事業を9月1日
から実施します。

●事業内容
対象１世帯あたり家具３台まで、家具固定を行い
ます。事業はシルバー人材センターに委託して行
います。

●対象者
次の２項目に該当する人が対象です。
①町内在住で、町の住民基本台帳に登録されてい
る人

②下記のいずれかに該当する世帯
⑴ 65 歳以上の人だけで構成されている世帯
⑵要介護３以上の判定を受けている人が属する
世帯

⑶障害者手帳を有する人で、障害の程度が１級

または２級の人が属する世帯
⑷療育手帳を有する人で、障害の程度が A判定
の人が属する世帯
⑸精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けて
いる人が属する世帯
⑹特定疾患医療受給者証を受けている難疾患者、
小児慢性特定疾患医療受給児が属する世帯
⑺上記 6項目に準じる状態で、町長または自治
会などが必要と認める世帯

●費用負担
原則、個人負担はありません。ただし、費用が
5,000 円を超過した場合、超過分は個人負担とな
ります。

●申し込み
・申し込み先／吉備庁舎総務課、清水行政局総務
政策室

移動

転倒

スマートフォン向けアプリ

「和歌山県防災ナビ」が
便利です！

　

和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
は
、
災
害
発
生
時

に
的
確
な
避
難
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
防
災
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
で
す
。

　

和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
で

　

で
き
る
こ
と

・
避
難
先
検
索
／
現
在
地
か
ら
近
く
の
避

難
場
所
を
簡
単
検
索

・
ル
ー
ト
ナ
ビ
／
現
在
地
か
ら
避
難
場
所

ま
で
の
ル
ー
ト
を
表
示

・
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
の
活
用

・
防
災
情
報
通
知

・
避
難
カ
ー
ド
の
共
有
／
家
族
で
決
め
た

緊
急
避
難
場
所
の
情
報
を
共
有

・
家
族
の
居
場
所
確
認
／
ば
ら
ば
ら
に
避
難

し
た
家
族
の
居
場
所
を
地
図
上
で
確
認

・
避
難
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
／
避
難
経
路
や
要

し
た
時
間
を
記
録
し
て
確
認

TOPIC

Google play・App Store から

検索和歌山県防災ナビ
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住宅の耐震化・防火対策
　地震による死者の多くが、家屋の倒壊によ

る圧死です。昭和 56年に建築基準法に基づく

耐震基準が大きく改正されました。また、平

成 12年にも一部が改正されています。このこ

とから、昭和 56年以前建築の建物は、特に地

震による倒壊の危険性が高いと言われており、

住宅の耐震化が必要とされています。まずは

住宅の耐震診断を受け、地震に耐えられる家

「住宅の耐震診断事業」の利用を

なのか調査しましょう。

　震災時、もう一つ気をつけなければいけな

いのが出火。電気の漏電や電気が復旧した際

の通電火災、ガス漏れ火災、石油ストーブに

よる出火の３つが主な原因となります。漏電

遮断機や感震ブレーカーなどの装置を利用し

ましょう。

　

年
々
脅
威
を
増
す
豪
雨
災
害
。
30
年

以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
70
％
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
大
地
震
。

災
害
は
命
を
奪
う
脅
威
で
あ
り
、
ま
た

今
ま
で
の
生
活
を
一
瞬
で
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
今

回
も
大
丈
夫
。
自
分
は
死
な
な
い
」
と

い
う
考
え
は
、
多
く
の
人
が
思
う
人
間

の
自
然
な
心
理
で
、
大
災
害
に
直
面
し

た
経
験
が
な
い
多
く
の
人
は
、
こ
の
よ

う
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か

し「
今
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
」と「
こ

の
災
害
の
あ
と
も
生
き
て
い
る
こ
と
」

は
、
希
望
的
観
測
で
あ
っ
て
、
根
拠
が

あ
り
ま
せ
ん
。
確
実
に
命
を
奪
う
脅
威

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
の
対
策
と
発
災
時
の
行
動
が
、

被
災
時
の
被
害
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
あ
な
た
の
行
動
で
防
げ
る
被
害
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
を
を
守
る

た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
あ
な
た

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
か
ら
、
今
始
め

ま
せ
ん
か
？

●補助対象
・木造住宅の場合／平成 12 年 5月 31 日以前に着
工された住宅

・非木造住宅（鉄筋コンクリートなど）／昭和
56 年 5月 31 日以前に着工された住宅
上記のいずれかに該当し、かつ下記２項目に該

当するもの。
・有田川町内にある個人所有のもので、申請者が
対象の建物を所有し、居住または居住予定であ
るもの

・地上階数が2以下かつ延床面積 200㎡以下のもの
※その他諸条件があります。

●費用負担
・木造住宅の場合／無料
・非木造住宅の場合／耐震診断費用の 3分の 2を
補助（最大 8万 9,000 円）

●申し込み
・募集戸数／ 20 戸（先着順）
・申込受付期間／平成 31 年 2月 4日（月）まで
・申し込み先／吉備庁舎建設課、清水行政局建設
環境室
※必ず着工前に申請し
てください。

耐震性が低いと判断されたら…
　耐震設計や改修の補助制度も

あります。最大 116 万 6,000 円

の公的支援が受けられますので

ぜひご利用ください。

　なお、契約前に申請いただく

ことが必須であるため、必ず事

前に役場までご相談ください。

れたら…
制度も

000 円

すので

ただく

必ず事

さい。
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ま ち の わ だ い

“これで おしまい” 学校のおばけ屋敷

自分たちで作った野菜を使ってBBQ
ふれあい農園　野菜の収穫

ふれあい農園では
利用者を募集しています！

８月５日（日）～ 15日（水）の期間、五西月小学校で開

催した「学校のおばけ屋敷 in 有田川ファイナル」。４年前

から始めたこのイベントも、今年が最後の開催となり、期間

中約 3,800 人に来場いただきました。中には「住んでいる

のは福岡だが、実家が和歌山。お盆の帰省にあわせて訪れた」

という人など、県外からの来場者も多く見られました。

来場された皆さまからは「去年、来場してとても楽しかっ

た。楽しみにしていたが、今年で最後ということで残念」と

惜しむ声も。４年間の来場者合計は 1万人を超え、“絵本の

まちづくり”を推進する有田川町ならではの、親しまれるイ

ベントになったのではないでしょうか。

８月２日（木）、有田川町ふれあい農園でバーベキュー

パーティが行われました。貸し農園であるふれあい農園

では現在約 25人が参加しており、和気あいあいと野菜

作りに励んでいます。自分たちで作った野菜を使った

バーベキューは格別！「とうもろこし、４回目の収穫や」

「初めてのキュウリ作りやったけど、先輩が教えてくれ

るからたくさん実ったわ！」とにぎやかな声が農園に響

きました。

家庭菜園を始めてみたいとお考えの皆さま、野菜や果物をご自

身の手で育ててみませんか？ふれあい農園では、自分の手で育て

た農作物を収穫し、食べることができます。家族や仲間と一緒に

楽しみましょう！町外の人でも大歓迎です！

くわや耕転機などの農機具や水道設備、休憩所、駐車場なども

ご用意しています。

●場所／有田川町奥

●１区画面積／約 30㎡（約５×６ｍ）

●使用料／１区画あたり月額 2,000 円

　※２区画目からは

　　１区画あたり月額 1,000 円

申し込み・問い合わせは

金屋庁舎産業課まで。

【ふれあい農園】

円
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ま ち の わ だ い

平成 30 年度　中学生海外研修壮行会
平成 30 年度中学生海外研修壮行会を 8月 6日（月）

に行いました。

有田川町では毎年、夏休み期間中に町内の中学生を対

象とした海外研修を行っています。

８月９日（木）夜、関西国際空港を出発、シンガポー

ルを経て翌 10日（金）オーストラリアダーウィン市に

到着。20日（月）までの 12日間、30人の生徒たちは、

ホームステイをしながら現地で交流

授業や活動を楽しみました。

現地での様子は町ホームページに

掲載しています。

「JET 絆大使」に任命
有田川町のALT( 外国語指導助手）として、平成 25年から英

語教育に携わってきたチャールズ・ホーンブロウさんが、総務大

臣から JET（語学指導などを行う外国青年招致事業）絆大使と

して任命されました。JET 絆大使は、国際化に尽力した外国青

年に対し、日本と外国との友好関係を強化するために総務大臣が

任命するものです。

ニュージーランド出身のチャールズさんは、金屋中学校や石垣

中学校、鳥屋城小学校などで英語教育を行い、町内の保育所でも

子どもたちと交流しました。これからも当町とニュージーランド

との友好の懸け橋となってくれることでしょう。

祝 100 歳　おめでとうございます

矢舩 あいさん（井口） 西澤 弘枝さん（大谷）
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協働まちづくり表彰　優秀賞を受賞

「有田川神聖水」自主回収のお知らせ

日本経営協会が主催する第 10 回協働まちづくり表彰で、

有田川町が優秀賞を受賞しました。

有田川町では「地方創生」スタートとともに、“住民主体

のまちづくり”の手法を取り入れるべく、“全米で最も住み

たいまち”と言われるアメリカ合衆国オレゴン州ポートラン

ド市と連携事業を行っています。今回の優秀賞受賞は、地域

住民を巻き込みながら、ポートランドのまちづくりの手法を

参考に、企業の協力を得て進めた「住民主体のまちづくりプ

ロジェクト」の活動が評価されたものです。

なお、この事業の一環でリノベーションされた旧田殿保

育所の一角がカフェバーとして 8月 1日（水）にオープン。

新たな憩いの場となりつつあります。

有田川町水道課が災害用備蓄水として販売しているペットボトル水「有田川神聖水」の自主回収を行います。

当該ボトル水は、水道課が自主的に第三者機関に検査依頼した結果、そのうちの１本において一般細菌が水道水

質基準を超えていることが判明しました。なお、一般細菌として検出される細菌の多くは、直接病原菌との関連は

なく、健康への影響が生じないものがほとんどです。現在、健康被害の報告は受けていませんが、安全に万全を期

するために対象商品を自主回収することとなりました。

今回このような事態を招き、飲用および災害備蓄水として保管されている皆さまに対し、深くお詫び申し上げま

す。今後、原因究明に全力を尽くすと共に、原因が解明されるまで、神聖水の販売は休止いたします。

「有田川神聖水」の賞味期限（キャップに記載）が

「22.08.03」とされている未開封のもの。

本件に関するお問い合わせは有田川町水道課まで。

TEL 52-5356（直通）・FAX 52-6047

※平日 8時 30分～ 17時 15分

ま ち の わ だ い

自主回収を行う神聖水
水道課または清水行政局建設環境室までお持ちいた

だきますと、現品と引き換えに返金します。

遠方の場合は水道課まで料金着払いでお送りくださ

い。その際は住所・氏名・電話番号を必ずご記入くだ

さい。後日、お品代を返金します。

※イベントなどで無料配布したものについては回収の

みとさせていただきます。

回収方法・返金について

【返送先】

〒 643-0812　有田川町垣倉 11番地

有田川町水道課 宛
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防な

どの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

ロバつうしん
御霊小学校・田殿小学校の６年生が「認知症サポーター養成講座」を
受講してくれました。受講した児童のアンケートには「助けたり、声を
かけたり、優しくしたりすることをしていきたい。それができなくても、
その人を思う気持ちを持ちたい」「困っている人がいたら、僕たちが高齢
者を手助けしていく」と書かれていました。有田川町では、多くのキッ
ズサポーターが毎年誕生し、地
域で高齢者の見守り活動のお手
伝いをしてくれています！

他にも、久野原区の皆さまに
も受講いただきました。皆さま
のお住まいの地域などでも随時
開催ができます！地域包括支援
センターまでご連絡ください。

毎年恒例の「自家製みそ作り」。
いつも 6升（約 10.8L）分の豆を使って作りますが、
うさぎに食べられて、今年は半分の 3升分の豆で作り
ます。前日、温度管理に細心の注意を払って、こうじ
の準備。自分で育てた立派な大豆も準備万端！息子さ
んご夫婦も、毎年このおみそを楽しみにしているんだ
そうです！

▲7月 3日（火）田殿小学校の 6年生 ▲6月29日（金）御霊小学校の6年生

おたっしゃさ～ん！

新宅正代さん
（8 8歳）

～これからも現役！いつまでも現役！～



16広報ありだがわ　2018.9

健康みちしるべ

99
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課 

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室 

☎

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）  9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半 10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前 14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前のあそびのひろば）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前のあそびのひろば）…1歳半～就学前

にこにこひろば
◆第４水曜日（9月26日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆場所…金屋文化保健センター
◆内容…スタンプ遊び

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090－7966－1697・52－5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

厚
生
労
働
省
で
は
、
健
康
に
対
す
る
国

民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
健

康
づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る
た
め
、
9

月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
の
1
カ
月
間
を

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。運

動
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
、
体
力
・
筋
力
の
維
持
・

向
上
、
血
行
促
進
に
よ
る
肩
こ
り
や
冷
え

性
の
改
善
、
気
分
転
換
、
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
、
運
動
が
心
身
に
も
た
ら
す
効
果
は

多
く
あ
り
ま
す
。

●
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
角
75
‐
1
）

で
運
動
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

運
動
器
具
を
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
は

18
歳
以
上
の
町
民
に
限
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

・
運
動
教
室

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
下
、
関
節

や
筋
肉
の
動
き
を
良
く
す
る
機
能
改
善

ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
炭
酸
飲
料
・
菓
子
・
加
工
食
品
の

取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
1
日
3
食
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
相
談

管
理
栄
養
士
に
栄
養
相
談
が
で
き
ま
す
。

・
実
施
日
時
／
毎
月
第
1
水
曜
日

9
時
〜
11
時
（
祝
日
の
場
合
は
休
み
）

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

禁
煙

た
ば
こ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー
ル
・

一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物
質
が
大
量
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
習
慣
は
、
悪
性
新
生
物
・
心
筋
梗

塞
・
脳
梗
塞
・
C
O
P
D
（
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
）・
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
・
歯
周

病
な
ど
、
多
く
の
疾
患
に
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肌
の
老
化
を
促
進
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
リ
ズ
ム

体
操
を
し
ま
す
。体
を
動
か
し
た
後
は
、

全
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
ヨ
ガ
を
し

ま
す
。

※
実
施
日
／
毎
月
第
1
木
曜
日

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

食
事

近
年
の
食
生
活
の
欧
米
化
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
乱
れ
た
り
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
た
り

す
る
な
ど
、
食
生
活
は
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

栄
養
素
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
と
互

い
に
助
け
合
い
な
が
ら
働
く
た
め
、
バ
ラ

親子で和菓子作りを楽しもう♪

夏
の
疲
れ
が
た
ま
っ
た
り
、
季
節
の

変
わ
り
目
に
体
が
適
応
で
き
な
か
っ

た
り
し
て
、
体
調
不
良
を
起
こ
し
や

す
く
な
る
こ
の
時
季
。

自
分
自
身
と
大
切
な
人
の
た
め
に
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
？

9～13時 13～16時 18～21時

月 ○ ○

火 ◎

水 ◎

木 ○ ○ ○

金 ◎

トレーニングルーム　利用可能日時

※祝日は休み
※「◎」の時間は、健康運動指導士による
　器具の使い方などの指導を受けることが
　できます。

● 日時／10月22日（月）10時～11時30分
● 場所／子育て支援センター
● 講師／紫香庵　店主 須賀良知さん
● 対象／親子（子どもは２歳～就学前）
● 定員／15組
● 参加費／無料
※ 事前に子育て支援センターへの申し込みが必要。
　 9月25日（火）に受け付け開始します（先着順）。
　 お電話での申し込みも可能。

1
に
運
動　

2
に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

〜
健
康
寿
命
の
延
伸
〜
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不適合物がないか詳しく検査します

集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 25日（火）
8:00～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
10 月 19日（金）
8:00～ 8:30 清水保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 5 日（水）・10月 3日（水）

■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 3日（月）清水保健センター
9 月 6日（木）金屋文化保健センター
9 月 13日（木）金屋文化保健センター
9 月 20日（木）金屋文化保健センター
9 月 27日（木）金屋文化保健センター
10 月 1日（月）清水保健センター
10 月 4日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診 ［平成 30年 5月生まれ］
　9月 25日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診 ［平成 29年 10月生まれ］
　9月 4 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6カ月児健診 ［平成 29年 1月生まれ］
　9月 19日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診 ［平成 28年 6月生まれ］
　9月 26日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6カ月児健診 ［平成 27年 2月生まれ］
　9 月 12日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

9 月 3日（月）・10月 1日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康健康 応援応援スケジュールスケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

◆◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成30年7月）

加入者数 8,144 人

支払額 ３億 46万円

1人当たりの医療費
３万 6,894 円

（前年同月　43,173 円 )

29 年度 1人当たりの医療費（月） 4万 1,943 円

29年度 1人当たりの医療費（年） 50万 3,319 円

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。

健診を受けたあとは、結果を
踏まえて生活習慣を見直しま
しょう。
健康相談では、保健師や栄養士が健
康・食事などの相談にのります！
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有
田
川
町
か
ら
は
吉
備
支
団
第

9
・
10
・
11
・
12
分
団
の
代
表
が
ポ

ン
プ
車
の
部
に
出
場
。
大
会
に
向
け

て
4
月
中
旬
か
ら
訓
練
を
重
ね
た
成

果
を
披
露
し
、
本
番
当
日
は
猛
暑
の

中
、
見
事
4
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。９９

月月
９９
日
は「
救
急
の
日
」

日
は「
救
急
の
日
」

救
急
の
日
は
、
救
急
業
務
・
救
急

医
療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
57
年
度
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

9
月
9
日
を
「
救
急
の
日
」、
こ
の

日
を
含
む
1
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
対
応
に
当

た
る
人
員
な
ど
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
、
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

西日本豪雨災害（広島市）

競技の様子

近
年
、
突
発
的
・
局
地
的
な
大
雨
が
増

え
て
い
ま
す
。
各
家
庭
や
地
域
で
台
風
や

局
地
的
な
大
雨
な
ど

に
対
す
る
防
災
知
識

を
身
に
付
け
、
事
前

の
対
策
を
立
て
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
9
件

救　
　

急
…
…
…
…
8
1
9
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
10
件

（
平
成
30
年
7
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部 

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署 

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署 

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

日
頃
の
準
備

①
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
、

飲
料
水
、
現
金
な
ど
、
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
を
準
備
し
て
お
く
。

②
道
路
の
側
溝
や
排
水
溝
を
掃
除
す
る
。

家
屋
や
塀
な
ど
を
点
検
し
、
危
険
な
箇

所
が
あ
れ
ば
補
修
す
る
。

③
地
域
の
急
傾
斜
地
や
崖
の
場
所
を
確
認

し
て
お
く
。

台
風
や
大
雨
が
接
近
し
た
ら

①
早
い
時
期
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
正
確
な
気
象

情
報
を
収
集
す
る
。

②
外
出
を
控
え
る
。

③
浸
水
に
備
え
て
、
家
財
道
具
な
ど
を
2

階
な
ど
の
高
い
場
所
に
移
動
さ
せ
る
。

④
河
川
や
側
溝
、
崖
に
は
近
づ
か
な
い
。

⑤
崖
に
割
れ
目
が
見
え
た
り
、
崖
か
ら
小

石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き
た
り
し
た

ら
す
ぐ
に
避
難
す
る
。

避
難
の
際
は

①
町
か
ら
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が

あ
っ
た
と
き
、
速
や
か
に
避
難
す
る
。

②
建
物
の
上
階
に
移
動
す
る
な
ど
、
た
だ

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
る
。

③
避
難
所
に
避
難
す
る
と
き
は
動
き
や
す

い
服
装
で
、
荷
物
は
最
小
限
に
す
る
。

消
防
操
法
大
会
出
場

消
防
操
法
大
会
出
場

第
27
回
和
歌
山
県
消
防
操
法
大
会
が
、

８
月
４
日
（
日
）
に
和
歌
山
県
消
防
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ

の
部
の
2
種
目
が
行
わ
れ
、
消
火
活
動
で

使
用
す
る
ポ
ン
プ
の
操
作
や
ホ
ー
ス
延

長
、
放
水
な
ど
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競
い

ま
し
た
。

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
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賢
い
選
択

賢
い
選
択

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ  

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

環
境
衛
生
課
か
ら
の

環
境
衛
生
課
か
ら
の

おお  
知知  

らら  

せせ

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
こ
れ
以
上
気
温

が
上
が
る
と
、
地
球
は
も
う
「
回
復
で
き

な
い
傷
を
負
う
」
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
。

こ
こ
1
0
0
年
で
、
日
本
の
平
均
気
温

は
約
1
度
上
が
り
ま
し
た
。
温
暖
化
の
大

き
な
原
因
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
で
す
。

環
境
に
配
慮
し
て
い
な
い
も
の
・
こ
と
を

選
ぶ
こ
と
で
、
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
が
増
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
そ
ん
な
地
球
の

こ
れ
か
ら
を
、
日
本
の
ア
イ
デ
ア
と
最
先

端
技
術
が
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
。

資
源
の
限
ら
れ
た
国
だ
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
た
賢
い
省
エ
ネ
の
ア
イ
デ
ア
。
そ
し
て
、

世
界
か
ら
「
C
O
O
L
（
か
っ
こ
い
い
）」

と
賞
賛
さ
れ
る
最
先
端
技
術
。
そ
の
2
つ

が
合
わ
さ
っ
た
「
次
世
代
の
暮
ら
し
方
」

を
選
ん
で
い
く
こ
と
が
、
二
酸
化
炭
素
排

出
を
抑
え
る
力
に
な
る
の
で
す
。

こ
ま
め
な
消
灯
、
冷
暖
房
の
温
度
設
定
、

節
水
な
ど
の
普
段
の
行
動
に
加
え
て
、
車
・

家
電
・
住
宅
な
ど
、
身
の
回
り
の
も
の
を

選
ぶ
と
き
、
購
入
す
る
と
き
、「
こ
れ
か

ら
目
線
」
で
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
日
常

の
中
の
小
さ
な
選
択
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
力
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
積
み
重

ね
が
こ
れ
か
ら
の
地
球
を
変
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
、
全
て
の
国
が
参
加
す
る

形
で
、
2
0
2
0
年
以
降
の
温
暖
化
対
策

の
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て
、

世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
2
度
未
満
に
す

る
（
さ
ら
に
、
1
．5
度
に
抑
え
る
努
力
を

す
る
）
こ
と
、
今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が

打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
2
0
3
0
年
に
向
け
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
26
％
削
減
（
2
0
1
3

年
度
比
）
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
C
O
O
L 

C
H
O
I
C
E
」
は
、
こ
の

目
標
達
成
の
た
め
に
、
省
エ
ネ
・
低
炭
素

型
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、
温
暖

化
対
策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
賢
い
選
択
」

を
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と

●
家
電
製
品
を
使
う
と
き
は

・
テ
レ
ビ
や
照
明
な
ど
の
付
け
っ
ぱ
な
し

は
し
な
い

・
待
機
電
力
を
減
ら
す

●
空
調
を
使
う
と
き
は

・
冷
暖
房
の
温
度
設
定
に
気
を
付
け
る

・
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
、
冷
暖
房
を
共

有
す
る
（
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
、
ウ
ォ
ー
ム

シ
ェ
ア
）

・
カ
ー
テ
ン
を
う
ま
く
利
用
す
る

●
水
を
大
事
に

・
お
風
呂
は
間
隔
を
空
け
ず
、続
け
て
入
る

・
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
と
き
は
、
こ
ま
め
に

止
め
る

●
お
出
か
け
の
際
に
は

・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
る
（
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
、
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転
な
ど
）

・
近
く
の
お
出
か
け
は
自
転
車
で
、
遠
く

の
お
出
か
け
は
公
共
交
通
で

●
食
事
の
と
き
は

・
地
元
で
採
れ
た
食
材
を
選
ぶ

・
食
べ
残
し
を
し
な
い

●
ご
み
を
減
ら
す

・
資
源
を
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

・
詰
め
替
え
商
品
を
選
択
し
て
ご
み
を
減

量
・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
く

・
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
購
入

身
近
な
生
活
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か

ら
「
賢
い
選
択
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

COOL CHOICEイメージキャラクターとして「君野イマ」「君野ミライ」が活動中

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

☎
５
２‐
２

☎
５
２‐
２
1
1
1

1
1
1

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

と
は
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楽しく学ぶ子どもたち

こ どど も 教教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎52-2111

新しい学び～協調学習～
６月１９日（火）、御霊小学校６年竹組で「知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業」を行い

ました。この学習では、子どもの主体的な活動を中心に授業を進めます。この日の授業のテーマは「北

条時宗の決断」。一生懸命に自分の考えを伝えあう子どもたちの姿が印象的でした。

御霊小学校御霊小学校

自然教室
６月３日（日）から１泊２日の日程で、串本町の「潮岬青少年の家」を舞台に、全校生徒で自然教

室を実施しました。今年度は、「石中 2018 ～友好と協力の精神を学ぼう～」というテーマのもと、

トルコ記念館見学や班別ウォーキング、野外炊事、キャンプファイヤー、トルコのお守り作り、グラ

ウンドゴルフなどを体験。「楽しい学び」が満載の自然教室でした。

石垣中学校石垣中学校
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９月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／ 9月 8日（土）10:30～（約30分間）
　場所／金屋図書館
②日時／ 9月 8日（土）13:30～（約30分間）
　場所／ちいさな駅美術館
■ブックラザ
①日時／ 9月 26日（水）10:30～（約1時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／宇宙人の手形アートづくり
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着15組
②日時／ 9月 27日（木）10:00～（約1時間）
　場所／金屋図書館
　内容／小麦粉ねんどで作ろう
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着20組
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 9月 11日（火）10:00～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／手でわかる　手で遊ぶ
対象／４カ月児～２歳児

ちいさな駅美術館
～Ponte del Sogno ～

「いいからいいから　5」
長谷川義史原画展
9/1（土）～9/30（日）

※最終日は15時で終了

９月の移動図書館
9/4（火） 小川小学校 13：00～ 13：30
9/5（水） こころの医療センター 14：10～ 14：30
9/7（金） 八幡小学校 13：00～ 13：45
 西ケ峯小学校 15：25～ 15：45
9/12（水） 安諦小学校 13：20～ 13：30
 久野原小学校 14：15～ 14：30
 しみず園 15：30～ 16：00
9/13（木） 鳥屋城小学校 13：00～ 13：30
9/19（水） こころの医療センター 14：10～ 14：30
9/21（金） 石垣小学校 13：00～ 13：30
 西ケ峯小学校 15：25～ 15：45

新着図書案内
一　般　書

◎小説
ロンリネス　………………………… 桐野夏生 // 著

ファーストラヴ　…………………… 島本理生 // 著

滅びの園　…………………………  恒川光太郎 // 著
正しい女たち　………………………… 千早茜 // 著

エンディングドレス　……………  蛭田亜紗子 // 著
偽姉妹　………………………… 山崎ナオコーラ // 著

絶望キャラメル　…………………… 島田雅彦 // 著

真夜中の子供　………………………… 辻仁成 // 著

道具箱はささやく　………………… 長岡弘樹 // 著

空港時代　……………………………… 温又柔 // 著

消えていく日に　…………………… 加藤千恵 // 著

宝島　………………………………… 真藤順丈 // 著

◎エッセイ
あいまいさを引きうけて　………  清水眞砂子 // 著
くろちゃんとツマと私　……………… 南伸坊 // 著

児　童　書
◎生活
性の多様性ってなんだろう？　…… 渡辺大輔 // 著

ひとりでできる子どもキッチン　 …… 上田淳子 // 著

◎絵本
おしりどろぼう　…………………… 陣崎草子 // 作

おっちゃん山　……… 塚本やすし // 絵　椎名誠 // 作

ペロのおしごと　…………………… 樋勝朋巳 // 作

おしっこちょっぴりもれたろう
………………………………ヨシタケシンスケ // 作・絵
いいからいいから 5　 ……………  長谷川義史 // 作
あかちゃんがどんぶらこ！
　……エマ・チチェスター・クラーク // 絵　アラン・アールバーグ // 文

ほんのにわ　………………… みやざきひろかず // 作

はなびのひ　………………… たしろちさと // 作・絵

問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより

9月13日（木）は有田川Library 全館、臨時休館日となります。

長谷川義史さん絵本ライブ
日時／ 9月16日（日）14時～（終了後サイン会）
場所／ちいさな駅美術館
定員／ 50人　　参加費／無料
申込開始日時／9月1日（土）10時～
　※定員になり次第受け付け終了
　※電話での申し込みは13時から受け付け
申し込み場所・問い合わせ／ちいさな駅美術館
長谷川義史さんライブペイント
日時／ 9月17日（月・祝）10時～15時（予定）
※荒天中止
場所／有田鉄道　旧田殿口駅　　申し込み／不要

申し込み不要・参加費無料
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人
権
だ
よ
り　

153

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

7
月
22
日（
日
）13
時
30
分
。
酷
暑
の
中
、

き
び
ド
ー
ム
に
て
、
約
2
0
0
人
の
皆
さ

ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
家
田
荘
子
氏

の
講
演
会
を
催
し
ま
し
た
。

家
田
氏
は
、
昭
和
世
代
の
皆
さ
ま
に
は

お
な
じ
み
の
映
画
「
極
道
の
妻お
ん
なた
ち
」
の

原
作
者
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
野
山
真

言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
り
ま
す
。

「
極
道
の
妻
た
ち
」
と
言
え
ば
、
岩
下

志
麻
さ
ん
や
か
た
せ
梨
乃
さ
ん
の
〝
諸
肌

を
脱
い
で
、
威
勢
の
い
い
た
ん
か
を
切
る

シ
ー
ン
〞
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性
で
あ
れ
ば

高
倉
健
さ
ん
主
演
の
「
日
本
侠き
ょ
う

客か
く

伝で
ん

シ

リ
ー
ズ
」
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
同
様
の

気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
も
映
画
を

見
終
わ
っ
た
後
、
肩
を
怒
ら
せ
て
帰
っ
た

覚
え
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
講
演
は
「
2
泊
3
日
の

つ
な
ぎ
お
遍
路
」「
エ
イ
ズ
と
向
き
合
う
」

「
慈
悲
の
心
、
挨
拶
」
の
3
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
2
泊
3
日
の
つ
な
ぎ
お
遍
路
」

四
国
八
十
八
箇
所
を
歩
い
て
お
遍
路
す

る
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
忙

し
い
人
や
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
2

泊
3
日
で
の
お
遍
路
を
繰
り
返
し
、
つ
な

い
で
満
願
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

お
遍
路
を
し
て
い
る
中
で
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
や
体
験
が
あ
り
、
考
え
方
の
変
化

が
あ
り
、
人
々
の
助
け
を
感
じ
、
そ
れ
ら

を
生
か
し
、
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

く
。
お
遍
路
は
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
を
直

す
機
会
、
自
分
を
見
つ
め
る
機
会
を
与
え

て
く
れ
、
違
う
自
分
を
発
見
で
き
る
場
で

あ
る
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
気
に
入
っ
た
、
感
銘
を
受
け
た
言

葉
を
並
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

⒈
他
人
の
体
の
痛
み
は
分
か
ら
な
い
。
自

分
で
対
処
す
る
し
か
な
い
。
健
康
診
断

で
悪
い
と
こ
ろ
を
早
期
に
発
見
し
、
治

療
す
る
。

⒉
た
く
さ
ん
の
人
々
に
助
け
ら
れ
、
人
間

は
生
き
て
い
く
。
人
間
は
ひ
と
り
で
は

生
き
て
い
け
な
い
。

⒊
自
然
を
大
切
に
し
、壊
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒋
性
別
・
肩
書
き
は
関
係
な
い
。
謙
虚
な

心
・
態
度
が
大
事
。

⒌
役
目
を
頂
く
。
人
を
喜
ば
せ
る
。
で
き

る
こ
と
を
し
て
助
け
合
っ
て
。

「
エ
イ
ズ
と
向
き
合
う
」

差
別
と
偏
見
の
中
で
、
エ
イ
ズ
患
者
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
対
処
す
る
の
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。家
田
氏
は
、

エ
イ
ズ
患
者
と
生
活
を
共
に
し
た
体
験
を

記
し
た「
私
を
抱
い
て
そ
し
て
キ
ス
し
て
」

と
い
う
本
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
へ
の
差
別
と
偏
見
は
、
エ
イ
ズ

を
よ
く
知
る
こ
と
で
無
く
す
こ
と
が
で
き

る
。
何
が
自
分
に
で
き
る
の
か
、
さ
せ
て

も
ら
え
る
の
か
を
考
え
、
普
通
に
そ
ば
に

居
て
あ
げ
る
こ
と
。そ
し
て
普
通
に
接
し
、

愛
し
、
理
解
し
、
受
け
入
れ
、
信
じ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
家
田

氏
が
身
を
持
っ
て
実
践
さ
れ
た
行
動
に
、

深
く
感
動
し
ま
し
た
。

「
慈
悲
の
心
、
挨
拶
」

挨
拶
が
で
き
る
人
が
多
く
い
る
町
、
地

域
は
活
性
化
す
る
。挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、

優
し
い
態
度
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
会

話
が
弾
む
と
の
こ
と
で
し
た
。
有
田
川
町

も
そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員　

片
畑
俊
雄

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

9
月
20
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

人
権
講
演
会　

家
田
荘
子
氏

　
「
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
生
き
て
、
生
か
さ
れ
て
…

〜
あ
と
一
歩
前
へ
踏
み
出
し
た
い
あ
な
た
へ
〜
」
を
聴
い
て

人
権
機
関
有
田
川
委
員
の

退
任
と
就
任

有
田
川
町
区
長
会
連
合
会
の
青
木
宗
楠

さ
ん
（
下
津
野
）
が
人
権
機
関
有
田
川
委

員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
有
田
川
町
区
長
会
連
合
会
か
ら

有
木
茂
生
さ
ん
（
歓
喜
寺
）
が
人
権
機
関

有
田
川
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ド
リ
ア
ン
助
川
さ
ん
人
権
講
演
会

●
日
時
／
9
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

（
13
時
開
場
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
。
た
だ
し
入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
す
。

※
整
理
券
は
8
月
30
日
（
木
）
か
ら
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）・
金
屋
図

書
館
・
清
水
図
書
室
・
き
び
ド
ー
ム
・
金

屋
庁
舎
社
会
教
育
課
・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 30 年 7 月 31 日現在）

人口 26,709 人

男 12,542 人

女 14,167 人

10,571 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 64 件
死者 1人　負傷 7人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

催催  

しし

◆◆
◆◆
◆◆

有
田
川

有
田
川  

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ  

２
０
１
８

２
０
１
８

青
空
の
下
、
一
日
中
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

を
。
会
場
に
は
飲
食
ブ
ー
ス
が
並
び
、
お

い
し
い
食
べ
物
・
飲
み
物
を
片
手
に
ゆ
っ

た
り
と
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
無
料
。
申
し
込
み
不
要
。

●
日
時
／
９
月
30
日（
日
）
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
（
予
定
）

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
A
L
E
C
）

屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

※
雨
天
時
は
館
内
ス
テ
ー
ジ

問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）

吉
備
地
区
敬
老
会

吉
備
地
区
敬
老
会

●
日
時
／
９
月
30
日（
日
）
13
時
〜
15
時

30
分

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
成
世
昌
平
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
、
君
島
遼
さ
ん
に
よ
る
も
の
ま

ね
シ
ョ
ー
、
龍
翔
天
舞
三
木
久
美
夫
一

座
に
よ
る
津
軽
三
味
線
と
太
鼓
演
奏

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

第
５
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
５
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

開
催
決
定
！

開
催
決
定
！

●
日
時
／
11
月
18
日（
日
）９
時
30
分
〜
15
時

●
場
所
／
し
み
ず
ふ
れ
あ
い
の
丘　

ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

当
日
の
司
会
と
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
有
田
川
町
観
光
大
使
の
西
村
右
さ

ん
。出

店
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
方
法
な
ど
、
最

新
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
内
）

温
泉
め
ぐ
り
・
ま
ち
め
ぐ
り

温
泉
め
ぐ
り
・
ま
ち
め
ぐ
り

ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

有
田
温
泉
協
会
で
は
、
設
立
20
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
有
田
郡
市
を
周
遊
す
る
「
温
泉
め
ぐ

り
・
ま
ち
め
ぐ
り　

ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
加
盟
温
泉

施
設
や
お
食
事
処
、
物
産
店
な
ど
を
巡
り

な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
い
う
も
の

で
す
。
加
盟
温
泉
施
設
１
カ
所
を
含
む
合

計
３
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
は
抽

選
会
に
応
募
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
／
〜
10
月
31
日（
水
）

●
台
紙
設
置
場
所
／
有
田
郡
市
加
盟
温
泉

施
設
・
協
力
店
舗
54
施
設

●
加
盟
温
泉
施
設
／
か
な
や
明
恵
峡
温

泉
・
し
み
ず
温
泉 

健
康
館
・
有
田
川

温
泉 
光
の
湯
・
小
宿 

栖
原
温
泉
・
湯

浅
温
泉 
湯
浅
城
・
二
の
丸
温
泉
・
滝

原
温
泉 
ほ
た
る
の
湯

問
有
田
温
泉
協
会
事
務
局（
金
屋
庁
舎
商

工
観
光
課
内
）

募募  

集集

◆◆
◆◆
◆◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
等
募
集

各
種
自
衛
官
等
募
集

●
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）（
女
子
）

・
受
付
締
切
日
／
な
し（
随
時
受
け
付
け
）

・
応
募
資
格（
年
齢
・
学
歴
）
／
18
歳
以

上
27
歳
未
満

●
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
・
前
期
）

・
受
付
締
切
日
／
９
月
28
日（
金
）

・
応
募
資
格（
年
齢
・
学
歴
）
／
高
卒（
見

込
み
含
む
）
以
上
21
歳
未
満

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛

医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
受
付
締
切
日
／
９
月
28
日（
金
）

・
応
募
資
格（
年
齢
・
学
歴
）
／
高
卒（
見

込
み
含
む
）
以
上
21
歳
未
満

各
種
募
集
説
明
会
を
随
時
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
／
平
日
９
時
〜
17
時
30
分

●
場
所
／
有
田
募
集
案
内
所

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐

２
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１
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子
育
て

子
育
て

◆◆
◆◆
◆◆

平
成
平
成
3131
年
度
年
度

保
育
所
入
所
案
内

保
育
所
入
所
案
内

●
平
成
31
年
度
保
育
所
入
所
申
込
書
の
配

布
・
受
け
付
け

有
田
川
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
町
内
保
育
所
お
よ
び
有

田
川
町
内
以
外
の
許
可
保
育
所
な
ど
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
／「
保
護
者
が
働
い
て
い
る
」

「
病
気
の
状
態
で
あ
る
」
な
ど
、
家
庭

に
お
い
て
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ま
が
対
象

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
人
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
９
月
３
日（
月
）
〜
10
月
19
日

（
金
）

・
場
所
／
上
記
一
覧
表
の
各
保
育
所
・
吉

備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
22
日（
月
）〜
10
月
26
日（
金
）

・
場
所（
時
間
）
／
上
記
一
覧
表
の
各
保

育
所（
開
所
時
間
内
）、
金
屋
庁
舎
こ
ど

も
教
育
課（
８
時
30
分
〜
20
時
）

●
注
意

・
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
１
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人

で
、
来
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合
も
、
入
所
申
込
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

・
平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
に
出
産
予
定

の
人
で
、
平
成
31
年
度
の
途
中
で
仕
事

に
復
帰
す
る
な
ど
、
年
度
途
中
か
ら
入

所
を
希
望
す
る
人
も
、
上
記
の
期
間
内

に
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
談
を
し

て
、
入
所
判
定
を
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）
日
程

で
、
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場

合
は
、
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

保育所一覧
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号
藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369

きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580

コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011

金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784

金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055

金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074
※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 25年４月２日～
　　平成 26年４月１日

４歳児 平成 26年４月２日～
　　平成 27年４月１日

３歳児 平成 27年４月２日～
　　平成 28年４月１日

２歳児 平成 28年４月２日～
　　平成 29年４月１日

１歳児 平成 29年４月２日～
　　平成 30年４月１日

０歳児 平成 30年４月２日～
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子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

認
定
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

認
定
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

９
月
１
日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
の
適
用
範
囲
を
高
校
生
世
代（
平
成

12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人
）
ま
で
拡
大
し
、
町

内
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
の
医
療
費
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

●
こ
の
制
度
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
認
定
申
請
を

行
い
、
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
の
お
子
さ
ま
が
い
る
世
帯
で
、
申

請
が
ま
だ
の
人
は
お
近
く
の
受
付
場
所
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
申
請
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室

・
持
ち
物
／
印
鑑
、
対
象
と
な
る
お
子
さ

ま
の
保
険
証

※
他
の
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
で
医
療
費

が
全
額
助
成
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ま
は

対
象
外
で
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で

す
。

※
次
の
お
子
さ
ま
は
対
象
外
で
す
。

・
婚
姻
し
て
い
る
人

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人

・
離
婚
し
た
人　

な
ど

問
吉
備
庁
舎
住
民
課

税税  

金金

◆◆
◆◆
◆◆

消
費
税
軽
減
税
率
制
度　

説
明
会

消
費
税
軽
減
税
率
制
度　

説
明
会

●
第
１
回

・
日
時
／
９
月
７
日（
金
）
14
時
30
分
〜

15
時
30
分

・
場
所
／
有
田
市
消
防
本
部
５
階
多
目
的

会
議
室（
有
田
市
箕
島
47
番
地
）

・
主
催
／
湯
浅
税
務
署
、
和
歌
山
県
、
有

田
市
、
湯
浅
町
、
広
川
町
、
有
田
川
町

●
第
２・
３
回

・
日
時
／
９
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時

・
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

３
階
会
議
室（
湯
浅
町
湯
浅
２
４
３
０

番
地
77
）

・
主
催
／
湯
浅
税
務
署
、
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

問
湯
浅
税
務
署
法
人
課
税
部
門　

☎
６
３

‐
５
４
０
６

案案  

内内

◆◆
◆◆
◆◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入

の
皆
さ
ま
へ

の
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
2
0
0

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
人
を

対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
」
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
か
け
、
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
２
０
‐
５
３
‐

０
０
０
６（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話

無
料
）・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐

６
６
８
８

阪
和
道
（
上
り
）
有
田
Ｉ
Ｃ
〜
下

阪
和
道
（
上
り
）
有
田
Ｉ
Ｃ
〜
下

津
Ｉ
Ｃ
の
昼
夜
連
続
車
線
規
制

津
Ｉ
Ｃ
の
昼
夜
連
続
車
線
規
制

●
期
間
／
９
月
３
日（
月
）
朝
〜
９
月
22

日（
土
）
朝

※
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
天
候
に
よ
り
工
事
を
順
延
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
区
間
／
阪
和
道（
上
り
・
大
阪
方
面
）

有
田
I
C
〜
下
津
I
C

舗
装
補
修
工
事
の
た
め
、
昼
夜
連
続
車

線
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

渋
滞
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
高
速
道
路
㈱
和
歌
山
高
速
道

路
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
７
２
‐

２
０
９
１
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

編集後記
やっと暑さも落ち着いてきて、朝晩は随分涼しくなりまし
た。季節の変わり目は、体調を崩しやすいように思います。
お風邪などひかれてないでしょうか？
さて、今月号の表紙は 10回目を迎えた「かなや納涼おしゃ
るきまつり」で披露されたカーナ翼の演舞。表紙をめくって
すぐのページで、当日の様子を組み写真でお届けしています。
少しでも会場の雰囲気が伝わればいいなあ、と記事にしまし
た。今年も大勢の人にお越しいただきました。ありがとうご
ざいました！

そして３ページからは特集「命を守る行動をとる、という
こと。」を組みました。昨年、一昨年では地震のことを中心に
お伝えしたので、今年は水害のお話も。イラストも頑張って
描きました～！
本当は土砂災害や津波など、もっと詳しく書きたいことは

たくさんありますが、全てをお伝えするのは難しく…。この
特集が「こういうときは、どうすればいいんだろう」と考え
るきっかけの一つになればと思います。

（長袖が着られる季節になってうれしい　西岡紗希）

平
成
平
成
3131
年
度
和
歌
山
県
農
林
大
学
校

年
度
和
歌
山
県
農
林
大
学
校

農
学
部
学
生
・
林
業
研
究
部
研
究
生
募
集

農
学
部
学
生
・
林
業
研
究
部
研
究
生
募
集

●
農
学
部（
専
修
学
校
）

・
園
芸
学
科　

定
員
30
人

・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科　

定
員
10
人

※
推
薦
入
試
の
出
願
期
間
は
9
月
18
日

（
火
）
〜

●
林
業
研
修
部

・
林
業
研
究
部
林
業
経
営
コ
ー
ス 

定
員
10
人

※
専
修
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
出
願
期
間
は
10
月
15
日（
月
）
〜

問
和
歌
山
県
農
林
大
学
校（
伊
都
郡
か

つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
4
2
2
）　

☎

０
７
３
６
‐
２
２
‐
２
２
０
３
・
和
歌

山
県
農
林
大
学
校
林
業
研
修
部（
西
牟

婁
郡
上
富
田
町
生
馬
１
５
０
４
‐
１
）

☎
０
７
３
９
‐
４
７
‐
４
１
４
１

献献  

血血

◆◆
◆◆
◆◆

９
月
の
献
血

９
月
の
献
血

●
９
月
９
日（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡 

吉
備
店

10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時　

●
９
月
20
日（
木
）

・
有
田
川
町
消
防
本
部 

吉
備
金
屋
消
防
署

９
時
30
分
〜
11
時　

・（
株
）
松
源　

吉
備
店

　

12
時
30
分
〜
14
時　

・
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

　

15
時
〜
16
時
30
分　

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

広
報
あ
り
だ
が
わ
平
成
30
年
6
月
号
（
1
5
0
号
）

に
つ
い
て
お
わ
び
と
訂
正

・
表
紙
（
1
頁
）
の
写
真
解
説
、
2
頁
の
ま
ち
の
わ
だ
い
タ

イ
ト
ル
に
お
い
て
、「
春
の
息
吹
き
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
春
の
息
吹
」
で
す
。

・
4
頁
の
ま
ち
の
わ
だ
い
「
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
」
の
記
事
内
に

お
い
て
、「
素
晴
ら
し
い
景
色
が
三
田
区
・
蔵
王
権
現
社
か

ら
臨
め
ま
し
た
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
素

晴
ら
し
い
景
色
が
三
田
区
・
蔵
王
権
現
社
か
ら
望
め
ま
し

た
」
で
す
。

・
5
頁
の
ま
ち
の
わ
だ
い
「『
ま
ち
か
ど
絵
本
館
』
が
続
々
と

登
場
」
の
記
事
内
に
お
い
て
、「
設
置
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
型
絵

本
館
は
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
設
置
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
形
絵
本
館
は
」
で
す
。

・
10
頁
の
「
環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
記
事
内
「
大

麻
」
の
項
目
に
お
い
て
、「
大
麻
は
、
成
長
が
早
く
」
と
記

載
し
ま
し
た
が
正
し
く
は
「
大
麻
は
、成
長
が
速
く
」
で
す
。

広
報
あ
り
だ
が
わ
平
成
30
年
7
月
号
（
1
5
1
号
）

に
つ
い
て
お
わ
び
と
訂
正

・
8
頁
の
「
介
護
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
の
記
事
内
「
介

護
保
険
負
担
割
合
証
の
送
付
（
更
新
）」
の
項
目
に
お
い
て
、

「
所
得
更
生
が
あ
っ
た
と
き
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
所
得
更
正
が
あ
っ
た
と
き
」
で
す
。

・
18
頁
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
の
色
が

水
色
に
」
の
記
事
に
お
い
て
、「
住
所
・
指
名
な
ど
」
と
記

載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
住
所
・
氏
名
な
ど
」
で
す
。

　

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
こ
ち
ら
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

スマートフォン
・タブレット端末向けアプリ

「マチイロ」で
広報ありだがわを

ご覧いただけます

▶最新号の「広報ありだがわ」を配信日に端末に通

知します。ご利用は無料。

▶詳しくは町ホームページをご覧いただくか、吉備庁舎

企画調整課まで、お気軽にお問い合わせください！
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9月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日

毎週金曜日
□消費生活相談
（第一金曜日：清水行政局、
それ以外：金屋庁舎）
【商工観光課】

1 2
□KONKATSU 
in 有田川
（しみず温泉周辺）
【有田川町結婚相談所】

3 4
□議会第3回
　定例会開会日
【議会事務局】

□10カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

5
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】
□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□キャンドルライト
　イルミネーション
　inあらぎ島 vol.12
（あらぎ島展望所）
【産業振興室】

7
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8
□おはなしマラソン
（金屋図書館・ち
いさな駅美術館）
【町内各図書施設】

9
□日曜救急講習会
（ALEC）
【消防本部】
□献血
（デリシャス広岡
吉備店）
【健康推進課】

10
□いきいき脳の
　健康教室
　フォローアップ教室
（清水保健センター）
【地域包括支援センター】

11
□おひざでだっこの
　おはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

12
□3歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

13
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

14
□健診結果説明会
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

15 16
□長谷川義史さん
　絵本ライブ
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】

17 敬老の日
□長谷川義史さん
　ライブペイント
（旧 有田鉄道 田殿口駅）
【ALEC】

18
□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

19 20
□献血
（吉備金屋消防署・
松源吉備店・ここ
ろの医療センター）
【健康推進課】
□議会本会議
【議会事務局】

21
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

22
□人権講演会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

23

24振替休日 25
□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□4カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□水道・下水道料金
　お支払い期限
【水道課・下水道課】

26
□2歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□さわやかサークル
（鳥屋城公民館）
【地域包括支援センター】
□ブックラザ
（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

27
□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

28
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

29 30
□有田川JAZZ
　MEETING 2018
（ALEC）
【ALEC】
□吉備地区敬老会
（吉備中学校体育館）
【長寿支援課】

10/1 2 3
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】
□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

4 5 6 7

□1歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】
□議会本会議
【議会事務局】

□第2期固定資産税納期限 【税務課】

□第2期町県民税普通徴収納期限 【税務課】
□第3期国民健康保険税納期限 【税務課】
□第3期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限 【住民課】
□第3期介護保険料普通徴収納期限 【長寿支援課】
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〒
６４３‐００２１ 和

歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
下
津
野
2018 -4

●
有
田
川
町
役
場
企
画
調
整
課
 TEL 0737‐

52‐
2111（

代
）

●
E
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tow
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ホ
ー
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ペ
ー
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U
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広
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 あ
り
だ
が
わ
 2
018

.9
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3

ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
、
和
歌
山
県
中
部
に
お

け
る
近
代
和
風
住
宅
の
指
標
と
な
る
建
物
と
し
て
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
2
階
建
て
の
離
れ
は
主
屋
の
北
側
に
建
ち
、
主

屋
に
続
い
て
建
築
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
南
面
以

外
の
外
壁
は
、
板
張
り
で
白
い
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
2
階
の
北

面
に
は
上
げ
下
げ
窓
を
設
け
る
な
ど
洋
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
部
は
和
風
の
造
り
で
あ
り
、
戦
時
中
は
軌
外
が

疎
開
先
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

川
口
家
住
宅
は
、
社
会
福
祉
法
人
千せ
ん

翔し
ょ
う

会か
い

に
よ
っ
て
、
今

年
の
４
月
か
ら
古
民
家
カ
フ
ェ
「
柑か
ん

乃の

屋や

」
と
し
て
活
用
が
始

ま
り
、
一
般
公
開
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
き
い
き
百
歳
体
操

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
積
極
的
な
活
用
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

去
る
７
月
20
日（
金
）、
西に
し

丹に
ゅ

生う
の

図ず

の
川
口
家
住
宅
に
つ
い
て
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）
に
登
録
す
る
よ
う
国
の
文
化
審
議

会
が
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
登
録
決
定
に
よ
っ
て
、
有
田
川

町
内
の
登
録
文
化
財
は
、
高
垣
酒
造（
小
川
）
に
次
い
で
２
件
目
と

な
り
ま
す
。
登
録
有
形
文
化
財
と
は
、
築
後
50
年
以
上
経
過
し
た

建
造
物
で
、
地
域
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
り
、
再
現
が
困
難
な

珍
し
い
形
を
し
て
い
た
り
と
、
地
域
の
景
観
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
も
の
を
選
び
、
活
用
し
な
が
ら
保
存
を
図
る
制
度
で
す
。

川
口
家
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
和
歌
山
を
代

表
す
る
洋
画
家
川
口
軌き

外が
い（
１
８
９
２
〜
１
９
６
６
）
の
親
戚
に
あ

た
り
、
軌
外
の
妹
夫
婦
が
大
正
４（
１
９
１
５
）
年
に
こ
の
場
所
に

分
家
し
た
も
の
で
す
。
代
々
教
員
を
務
め
な
が
ら
、
み
か
ん
栽
培
を

営
み
、
南
北
に
細
長
い
敷
地
の
北
側
に
は
主し
ゅ

屋お
く
・
応
接
間
・
離
れ
・

納
屋
・
蔵
が
建
ち
、
敷
地
南
面
に
は
畑
が
広
が
る
な
ど
伝
統
的
な

農
家
の
屋
敷
構
え
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
屋
敷
地
は
、
県
道
22

号
線
沿
い
に
あ
り
、
歴
史
的
景
観
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
今
回
登
録
が
決
定
し
た
の
は
、
主
屋・納
屋・離
れ・応
接
間・

土
塀
で
す
。

主
屋
は
、
屋
根
裏
に
残
さ
れ
た
棟む
な

札ふ
だ

か
ら
、
大
正
４
年
に
建
て

そ
の
74

川
口
家
住
宅
が
国
の
登
録
文
化
財
に
な
り
ま
す

主屋

離れ

川
口
家
住
宅
一
般
公
開　

10
〜
16
時
（
木
曜
定
休
）


